
巷+ニ書事事ずて罪

輸

珊

蜂

最

米
債
f

」
問
視
ご
の
開
係
に
就
て
白

蛇
労
働
者
所
得
に
封
す
る
特
別
課
税

天
保
以
後
の
西
陣
目

挽

蹴

官

制

品

運
賃
延
民
制
-

調
逸
古
典
準
抵
の
労
賃
論
・
.

マ
ル
ク
ス
の
絶
封
地
代
に
就
て

ジ
M
K
相
労
働
債
値
法
則
自
安
富
性
市

秘

情

錦

献

資
本
主
義
雄
畑
一
叫
商
業
白
一
機
能
市

統
計
拾
穂
抄

.

.

.
 
，

.
E
E
-
-
-
-
-
-
法
印
字
博
士

浩

A
必下

衆
議
陀
議
民
退
場
法
抑
説
・
貴
族
院
令
ノ
改
正
・
泊
中
古
柿
持
法
・
附
市
品
川
一
一
行
ハ
ル
ル
命
令
一
一
位
ル
日
本
船
舶
一
一

凶
ス
パ
件
・
船
舶
知
組
噌
活
施
設
出
'
漁
業
川
間
判
合
法
・
倫
敦
協
定
-
一
依
り
技
施
セ
ヲ
ル
ル
コ
ト
一
一
世
定
ン
ダ

ル
専
門
家
計
骨
(
同
開
制

γ

ズ
実
概
嬰
)
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削
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献

本
誌
第
二
十
巻
網
目
録

考Lr哩聖日一-T'司コ""'" I"'l -+ .iEブ'，;

級 y去 iii
F準準
語博博
jて二と

法

事

士

法
間
中
士

解
済
事
士

経
済
問
中
士

経
済
問
学
士

河

田

嗣

郎

神

戸

正

雄

本

庄

栄

治

郎

森入山ノl、

耕木口烏
芳正昌

一之太太

郎助郎耶

財谷

部口

静吉

治彦二



評ご

描
逸
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苑

濁
逸
古
典
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賃
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経
済
皐
史
上
普
通
古
典
皐
源
三
五
ふ
時
は
英
国
の
ぞ
れ
を
指
す
如
〈
、
岬
附
蘭
西
の
事
史
家
も
白
闘
の
』
回
印
男

を
英
国
の
そ
れ
に
附
げ
加
え
て
古
典
皐
減
Z
名
け

τゐ
る
二
三
の
人
を
除
い
て
は
大
抵
英
同

ωそ
れ
に
限
る
か
仁

見
ゆ
る
。
猫
逸
に
於

τも
ロ
ッ
ジ
ャ
ー
の
大
著
「
嫡
逸
経
済
事
史
」
ジ
ェ
ム
ペ

1
タ
!
の
「
間
半
説
及
方
法
論
市
民
」
等
の

外
、
特
に
自
闘
の
古
典
準
波
を
詳
説
し
た
も
の
を
見
な
い
。

然
乍
プ
V

ン
タ
ノ
ー
も
一
五
へ
る
如
〈
古
典
率
一
淑
ご
は
ゐ
ら
ゆ
る
率
問
説
術
を
通
じ
て
普
遍
の
前
に
仰
別
的
差
異

を
波
却
し
、
具
暁
的
人
間

ω代
り
に
抽
象
的
人
聞
を
取
扱
ふ
人
類
創
造

ω
一
万
法
で
あ
る
、
こ
す
れ
ば
、
之
を
経
略
相

率
に
見
る
も
英
闘
の
み
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
理
由
が
な
い
、
ぞ
れ
で
此
小
論
稿
は
看
過
さ
れ
た
る
獅
逸

ω古
典
準
振

の
人
々
の
中
、
其
主
な
る
も
の
、
へ
ル
マ
ン
、
-
フ
夕
、
を
把
ね
て
其
勢
賃
論
を
検
ト
英
閥
古
典
準
淑
の
勢
賃
論
ご

比
較
掛
照
す
る
を
目
的
Z
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章

ヘ
ル
マ
ン
の
勢
賃
論

1) 

2) 



~
ル
マ

y

の
勢
賃
論
の
特
色
は
第
貨
基
向
車
古

r駁
較
さ
伊
貨
の
間
接
競
?
に
閲
す
る
見
解
ご
で
ゐ
る
。
今
前
一
詑

か
ら
謹
一
1
4
Q

に
先
立
っ
て
其
所
謂
券
賃
基
金
説
ご
は
何
ぞ
や
ご
一
五
ム
勃
か
ら
初
め
る
。

第
一
節
労
賃
募
金
誌
の
要
賠

抑
も
古
典
間
半
減
の
勢
賃
論
は
之
を
大
別
す
る
時
は
、
生
存
費
説
、
需
要
供
給
設
、
生
産
力
設
の
コ
一
つ
に
な
る
、

生
存
費
設
ご
は
勢
賃
は
勢
働
者
の
生
存
に
要
す
る
費
用
卸
も
労
働
市
場
よ
h
見
て
崎
労
働
者
の
供
給
を
絶
え
、
さ
ら
し

む
る
た
め
、
其
子
孫
の
養
育
費
を
も
合
め
て
生
存
に
必
要
な
る
費
用
を
以
て
定
ま
る
ご
な
す
設
で
あ
っ
て
此
設
を

主
張
す
る
者
の
中
に
も
其
嘗
時
の
枇
食
事
情
、
慣
習
等
に
よ
る
多
少
の
品
川
築
費
を
も
合
め
し
む
る
者
ご
絡
調
的
な

る
生
存
費
の
み
を
以
て
決
定
原
因
さ
な
す
も
の
さ
二
純
が
め
る
。
次
に
需
要
供
給
説
ご
は
帥
労
働
を
も
商
品
ご
同
一

視
し
勢
貨
は
市
場
に
於
け
る
需
要
供
給
の
如
何
に
よ
っ
て
定
ま
る

t
な
す
説
で
ゐ
っ
て
、

は
大
抵
前
説

ω
如
〈
生
存
費
で
あ
る
が
需
一
品
は
一
定
時
に
於
て
努
働
者
の
賃
銀
ご
し
て
支
帥
酬
は
る
、
た
め
に
存
す

る
一
定
基
金
に
よ
っ
て
定
ま
る
ご
な
す
者
芭
斯
か
る
基
金
の
存
夜
を
認
め
な
い
V

で
漠
然
己
需
要
の
一
存
在
を
仮
定
す

る
者
ご
ゐ
る
。
所
謂
勢
賃
基
令
設
は
此
需
要
供
給
設
の
一
部
分
な
の
で
あ
る
。
第
三
に
生
産
カ
読
E
は
労
賃
は
労

働
の
生
産
に
寄
興
し
た
る
報
酬
で
あ
り
勢
働
に
は
新
か
る
生
産
力
あ
る
た
め
嘗
然
勢
賃
を
費
生
す
さ
一
五
ふ
設
で
あ

供
給
を
決
定
す
る
原
岡

る。
時
労
賃
基
金
設
は
上
述
三
積
仙
一
接
賃
論
中
の
第
二
、
需
要
供
給
設
の
一
荷
で
ゐ
る
、
ヂ
ェ
イ
・
ェ
ー
・
ミ

w
は
最
初

経
済
原
論
に
於
て
此
設
を
述
べ
其
筏

Y
1
ン
ト
ン
の
駁
撃
に
逢
っ
て
一
八
六
九
年
五
月
の
ア
ォ

1
ト
ナ
イ
ト
ヲ

ー
、
レ
ビ
ュ
ー
ド
於
て
此
設
の
拠
棄
を
表
明

L
た
の
で
あ
る
が
、
今
此
設
の
最
も
朋
瞭
に
述
べ
た
も
の
ご
仁
て
伎
の

設

苑

七
九
)
一

o

猫
逸
古
典
準
抵
の
接
賃
論

第
一
一
十
巻

(
第
六
慌

1903，. 

lll.e川tano，Die kl円ssischeNationalυkonomic. Der wirtscbaftellde l¥{ells 
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3) 

4) 



品主

苑

第
二
十
を

(l 

(
都
大
股

捕
逸
古
典
準
抗
心
持
賃
論

ハ‘
O 

原
論
の
句
を
引
用
す
れ
ば

「
努
貨
は
主
ご
し
て
勢
働
の
需
要
供
給
に
基
〈
、
換
言
す
れ
ば
人
口
ご
資
本
ご
の
比
例
に
基
〈
、

に
人
口
Z
一
五
ふ
は
軍
に
賦
労
働
者
階
級
の
致
、
或
は
一
厩
備
に
罰
し
て
同
労
働
す
る
世
胞
の
人
々
の
数
を
怠
味

L
、
資
本
ご

一
五
五
は
唯
流
通
資
本
、
然
も
共
全
部
で
な
(
勢
働
の
直
接
の
購
買
に
費
さ
れ
る
部
分
を
意
味
す
る
、
夏
に
此
筏
者

に
加
ふ
る
に
例
へ
ば
軍
人
、
召
使
、
其
他
あ
ら
ゆ
る
不
生
産
的
労
働
者

ω勢
賃
ご
し
て
勢
働
に
封
L
τ
交
換
に
支

)1[:; 
匝主

挑
は
る
、
蕗
の
基
金
、
(
を
は
資
本
の
一
部
分
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
)
を
以

τせ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
.

乍
然
生
産
的
労
働
の
勢
賃
は
殆
ん
H

と
募
金
の
会
館
を
構
成
す
る
か
ら
此
僅
少
に

L
て
且
つ
重
要
な
ら
ゴ
る
部
品
川
を

看
過
L
労
賃
は
人
口
己
資
本
さ
に
基
〈
三
一
五
ふ
の
が
普
通
で
あ
る
、
一
一
-
労
賃
は
軍
に
資
本
ご
入
日
正

ω比
較

量
に
基
〈
の
み
な
ら
守
、
競
宰
の
原
則
の
下
に
あ
っ
て
は
共
他
の
如
何
な
る
事
情
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
い
な
い
も

の
で
あ
る
、
勢
賃
は
(
勿
論
一
般
率
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
)
労
働
者
を
雇
傭
す
る
に
用
ひ
ら
る
、
総
基
金
の
増

加
に
よ
っ
て
か
、
或
は
雇
傭
さ
れ
A
ご
す
る
競
争
者
の
数
の
減
少
に
よ
っ
て
か
の
以
外
に
は
騰
貴
す
る
こ
芭
は
不

可
能
で
ゐ
h
ノ
、
勢
働
者
に
支
梯
ふ
た
め
の
基
金
の
減
少
か
、
支
抑
は
る
、
労
働
者
の
数
の
増
加
に
よ
る
の
外
、
勢

貨
の
下
落
は
起
h'
得
な
い
o
」

「
労
働
者
階
級
に
ご
ち
て
重
要
な
の
は
(
富
山
)
集
積
及
び
生
産
の
縦
割
額
で
は
な
〈
、
叉
労
働
者
間
に
分
配
さ
る

べ
き
基
金
の
額
で
も
な
い
、
此
等

ω基
金
ご
、
暑
が
分
配
さ
る
、
一
傍
働
者
の
数
ご
の
割
合
が
重
要
な
の
で
ゐ
る
、

仕
労
働
者
階
級

ω生
活
紋
態
は
彼
等
の
利
盆
に
な
る
よ
う
に
此
割
合
を
綾
夏
す
る
'
」
正
以
外
の
方
法
で
は
改
良
さ
れ

な
い
、
基
礎
僚
件
ご
し
て
此
方
法
に
よ
P

な
い
計
量
は
縛

τ永
久
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
一
の
迷
想
で
あ
る
。
」

p. 333. 334-J. S. Mi.ll. Principles of Political F.conomy. Asbley's ed 
J. S. MiJl， lhid. p. 349. 350 

i) ) 

6) 



{
腔
)

号
、
ル
は
此
原
却
に
基
い
て
其
政
策
を
樹
て
、
救
貧
訟
や
穀
物
陣
帝
駿
止
が
勢
働
者
階
離
を
永
久
的
に
救
桝
す
る
も
由
で
な
い
こ
と
を
就
き
.

法
律
や
道
徳
的
興
諭
に
よ
る
持
働
者
保
護
も
必
克
無
数
な
る
こ
と
を
遺
ベ
、
基
金
と
捗
働
者
磁
の
割
合
同
銀
山
氏
以
外
、
如
何
な
る
策
も
無
意
味
な

り
と
陥
じ
換
も
人
口
は
基
金
よ
り
其
噌
加
の
速
度
大
て
あ
り
日
つ
基
金
山
増
加
は
現
稔
の
徴
位
牢
種
々
の
策
を
弄
す
る
も
困
難
な
る
事
情
を
伴
ふ

事
を
諭
仁
、
結
尉
勢
働
者
般
の
閥
抗
聞
に
よ
る
外
な
〈
、
其
最
良
円
方
法
は
移
民
て
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
(
買
ニ
「

]VEHn苛
]2
出

Er--

Q
E司
何
回
目
』
阿
口
同
)

以
上
は
ミ
ル
の
勢
貨
基
金
設
の
根
本
命
題
で
あ
る
が
斯
〈
の
如
〈
労
賃
が
基
金
Z
勢
働
者
数
ご
の
比
で
あ
る
さ

云
ふ
-
』
ご
は
依
hy
に
白
明
の
理
で
あ
っ
て
何
等
準
設
を
構
成
す
る
も
の
で
な
い
吉
一
去
っ
た
局
外
的
冷
評
は
兎
に
角

ど
し
て
、
以
上
の
命
題
そ
の
も
の
、
範
囲
で
之
を
吟
味
す
る
吉
ミ
ル
は
勢
働
者
数
に
封
立
す
る
基
金
の
中
に
召
使

等
の
不
生
産
的
勢
働
者
に
支
梯
ム
蕗
の
金
額
を
も
合
ま
し
め
た
が
、
此
租
の
も
の
は
資
本
で
な
い
司
切
さ
は
勿
論
(
ミ

ル
自
身
も
新
〈
一
古
っ
て
ゐ
る
が
)
基
金
か
ら
前
梯
せ
ら
る
、
性
質
の
も
の
で
な
く
、
各
人
の
所
得
の
中
か
ら
支
挑

は
る
、
も
の
で
あ
る
。
生
産
的
崎
労
働
者
に
支
梯
は
る
、
資
源
芭
不
生
産
的
附
労
働
者
に
支
携
は
る
、
資
源
正
は
会
〈

別
種
の
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
之
を
合
せ

τ
一
つ
の
名
務
の
下
に
合
ま
し
め
る
こ

Z
は
不
可
能
で
あ
る
、
此
事
は

恰
か
も
ピ
ヰ
j

糊
の
一
定
時
の
水
量
Z
?
ヨ
ン
を
一
時
間
に
通
過
す
る
水
量
ご
を
合
せ
て
ロ

1
1
河
の
水
且
一
旦
を
測

る
ゆ
吉
岡
C
で
ゐ
っ
て
み
ム
〈
加
算
の
基
礎
を
異
に
し
た
も
の
を
加
え
よ
，
フ
ご
す
る
誤
謬
で
あ
る
ご
一
五
ふ
論
者
が
あ

る
。
此
駁
論
の
論
旨
そ
の
も
の
に
は
は
説
な
い
が
ミ
ル
自
身
も
云
へ
る
如
〈
、
召
使
其
他
不
生
産
的
勢
働
者
に
劃

す
る
労
賃
は
質
は
よ
ち
僅
少
に
し
て
よ
り
重
要
な
ら
ざ
る
部
分
で
之
を
看
過
す
る
こ

Z
が
常
で
あ
る
昨
日

E=-

E
2
2
z
c
r
-
p
o
E
M
E
-
-
2
2
E
2
m
-
E
3
1
E工
高
寸
か
ら
此
駁
論
は
労
賃
基
金
設
に
ご
っ
て
は
甚
だ
重
要
な
ら

設

濁
遡
古
典
早
慣
の
鋳
賞
論

第
二
十
巻

苑

(
第
六
競

λ

こ
一
C
二
三

JeVOll丸 Th伺 ryof Political Ecouomy， 4ed. 19II. p. 268. 
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8) 



設

苑

O 

四

(
第
六
貌

濁
地
古
典
轡
抵
の
努
質
論

第
二
十
巻

J、
) 

ぎ
る
部
分
、
郎
も
此
部
分
を
省
〈
も
根
本
の
論
旨
に
稜
夏
を
生
守
な
い
己
一
五
ふ
枝
葉
の
駄
を
駁
し
た
の
に
過
ぎ
な

い
、
従
て
此
種
の
議
論
併
』
以

τ労
働
基
金
設
の
批
評
Z
は
看
倣
さ
れ
な
い
γ

。

勢
賃
を
以
て
勢
働
者
に
支
梯
は
る
ぺ
き
部
分
吉
一
努
働
者
数
の
比
例
で
あ
る
ご
明
瞭
に
断
定
し
た
の
は
ミ
W

で
あ

る
が
、
既
に
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
に
於
て
此
思
想
の
茄
芽
は
存
在

L

P
カ

1
ド

1
に
至
つ
て
は
真
に
接
近
せ
る
を

見
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
ア
ダ
ペ
う
~
、
ス
に
於
て
は
却
て
前
掲
一
批
評
者

ω議
論
が
安
賞
す
る
か

Z
思
は
れ

ー
ミ
λ

は
ミ
戸
の
所
請
基
金
の
代

h
に
国
富
な
る
語
を
以
τ

[
、
岡
宮
は
資
本
吉
牧
入
ご
か

阜
、
蓋
し
ア
ダ
ム
、

ら
成
り
主
つ
吉
一
五
ふ
か
ら
で
あ
る
。

「
勢
貨
に
よ
っ
て
生
活
す
る
人
-n
仁
一
劃
す
る
需
要
は
必
然
的
仁
各
国
の
投
入
正
資
本
ご
の
増
加
古
共
に
培
1
、

此
増
加
な
〈
ん
ば
需
要
の
増
加
は
期
待
し
得
な
い
、
放
入

z資
本
Z
の
増
加
以
(
即
ち
)
岡
富
山
増
加
で
お
る
、
其

故
勢
賃
仁
よ
っ
て
生
活
す
る
人
身
に
謝
す
る
需
要
は
自
然
に
蹴
出
羽
田
的
増
加
古
共
に
増
加
す
る
も

ωで
、
之
な
〈
ん

ば
増
加
す
る
ニ
芭
を
得
な
い
。
」
「
(
勢
働
支
捕
の
基
金
は
ニ
つ
の
積
制
聞
か
ら
な
る
、
第
一
は
生
活
維
持
に
必
要
な
る
も

の
以
上
の
投
入
で
、
第
二
は
主
人
の
使
用
に
必
要
な
る
も
の
以
上
的
資
本
で
あ
る
。
」
新
〈
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ー
は
異

れ
る
柿
類

ω
も
の
を
悶
お
な
る
一
名
稀

ω下
に
包
招
し
よ
う
ご
す
る
の
で
あ
る
か
ら
前
柿
一
批
評
者

ω
ミ
W
F

に
劃

す
る
語
は
却

τ
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ム
に
妥
常
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
は
家
族
を
維
持
す
る
に
是
る
以
上
の
牧
入
あ
る
時
は
一
人
戒
は
其
以
上
。
召
悼
を
雇
ふ
た
め
に
侠
川
L
此
飴
剰
が
大
で
あ

れ
ば
あ
る
程
、
書
〈
山
り
召
位
E
属
ふ
と
一
耳
日
、
自
己
由
仕
事
に
使
用
す
る
原
料
を
買
P
、
製
品
を
貰
却
す
る
迄
、
自
己
を
維
持
す
る
E
得
る
以
上

の
か
い
ゲ
あ
る
時
陪
其
一
億
剰
を
以
て
刺
澗
を
獲
梓
す
る
た
め
一
人
或
は
其
以
上
山
城
人
を
雇
ふ
と
一
一
三
て
hw
加
を
以
て
不
生
産
的
労
働
者
自
捗
賃
に

(
陸
)

Adam Smith. Wealth of Nntions. Cnnnans ed. vol. 1. P・7r9) 



宛
て
、
市
中
和

E
H
て
生
産
的
労
働
者
の
掛
賃
に
斑
で
L

ゐ
る
、
(
〉

E
E
m
E
R
r
-
A
F
r包
【
『

O
『
フ

E
o
s
-
甘
可
る
の
で
あ
る
か
ら
前
掲
一
批

評
者
山
試
は
よ

f
安
常
す
る
と
思
は
れ
る
。

ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
勢
賃
を
定
む
る
も
仰
は
勢
働
の
需
要
己
、
生
活
必
需
品
及
び
便
利
口
聞
の
債
格
ご

川

で
あ
る
。
労
働

ω需
要
は
前
越
せ
る
如
〈
関
宮
町
も
資
本
ご
牧
入
さ
の
和
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
り
、
生
活

必
需
品
及
び
便
利
口
問

ω贋
絡
は
附
労
働
者
数
剖
ち
抽
労
働
の
供
給
を
決
定
す
る
も

ωで
め
る
か
ら
、
ミ

Yω
如
〈
明
瞭

に
基
金
正
一
労
働
者
数
£
を
謝
立
せ
し
め
共
比
例
を
以
て
勢
賃
正
一
五
つ
て
は
ゐ
な
い
が
、
猶
並
(
溺
芽
は
枠
拡
に
認
め
得

る
の
で
ゐ
乙
。

ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
凶
努
賃
怖
に
於
て
詰
宮

p
aへ
き
は
械
泊
所
訓
捗
働
者
は
り
カ
ー
ド
1
共
他
山
人
々
の
意
味
す
る
勢
働
者
即
ち
肩
傭
捗
働
者

以
外
に
濁
立

L
て
仕
事
を
替
め
る
者
を
も
合
め
る
こ
と
で
あ
る
、

(
4
2目
】
町
一
戸
〈
凶
問
。
uω
ロ
ι
門
』

-
u
-
E
H
4
G
-
u
a
u可)斯
f
の
如
き
企
業
家
的

色
認
を
帯
び
た
家
内
工
業
者
を
も
接
働
者
山
中
に
合
め
た
の
は
-F
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
常
時
に
於
け
る
近
代
的
注
業
品
目
塗
り
柄
拡
畑
山
日
間
開
設
に
巨
映
し

た
結
呆
て
あ
ら
う
。

註リ
カ

1
ド

1
は
勢
貨
の
市
場
債
格
を
決
定
す
る
も
の
は
勢
働
の
需
要
£
供
給
ご

ω
関
係
で
あ
る
ご
一
五
っ
た
が
、

其
需
要
を
決
定
す
る
も
の
は
何
な
b
ゃ
に
就
て
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
の
如
(
明
隙
に
定
義
楳
に
述
べ
て
ゐ
な
い
か
ら

彼
の
労
賃
論
の
会
瞳
仁
一
旦
っ
て
推
察
す
る
の
外
は
な
い
が
、
唯
「
枇
併
の
異
れ
る
F

襲
撃
階
段
に
於

τは
資
本
、
帥
も

勢
働
者
を
雇
傭
す
る
資
源

ω集
積
に
濯
速
が
ゐ
る
」
吉
一
五
へ
る
に
よ
っ
て
資
本
が
持
働
の
需
要
を
決
定
す
る
も
の

な
る
ζ

子
宮
和
明
瞭
に
知
る
ニ
正
が
出
来
る
、
彼
が
此
蕗
に
資
本

t
云
へ
る
は
融
労
働
者
ぜ
扉
備
す
る
た
め
に
使
用

せ
ら
る
、
も
の
を
指
す
が
故
に
、
資
本
的
全
部
で
は
な
く
、
流
刑
資
本
ゆ
中
、
特
に
勢
働
者
の
労
賃
に
充
嘗
せ
ら

設

苑

第
二
十
巻

(
第
六
続

λ 

) 

濁
亀
山
典
聞
申
訳
白
勢
質
論

C 

五

Adam Smith， Tbirl. p_ 87. 
Ricardo， Principles of Potitical Economy九ndTaxation. Gonner's ed. p. 
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詑

苑

第
二
十
巻

(
第
六
瞬

O 

，、

凡
問
)

端
遁
古
典
準
抵
の
捗
賃
論

る
べ
き
も
の
に
限
ら
れ
る
吉
見
る
べ
き
で
あ
る
、
彼
は
進
ん
で
、
新
殖
民
地
の
知
〈
康
大
な
る
沃
野
を
有
せ
る
廃

で
は
富
狐
の
開
畿
は
勢
働
者
人
口
の
増
加
よ
り
速
か
な
る
が
故
に
勢
貨
は
騰
貴
す
る
も
、
「
壮
曾
の
自
然
の
後
遺
状

態
に
於
て
は
勢
貨
は
需
要
供
給
に
よ
っ
て
定
め
ら
る
、
限
り
下
落
の
傾
向
を
も
っ
、
蓋
し
帥
労
働
者
の
供
給
は
同
じ

率
や
一
以

τ増
加
を
績
け
行
〈
に
係
ら
す
、
需
要
は
よ
り
遜
き
率
に
て
増
加
す
る
が
た
め
で
あ
る
。
」
と
云
ひ
、
「
人
口

が
生
活
資
料
K
謝
し
t
懸
倒
す
る
時
は
、
唯
一
の
救
済
策
は
人
口
の
減
少
炉
、
然
ら
中
ば
資
本
の
真
に
急
激
な
る

集
積
で
あ
る
も
」

JEX
へ
る
に
よ
り
、
夏
に
は
又
マ
ル
サ
ス
ご
の
論
争
の
た
め
執
筆
せ
る
「
資
本
り
利
潤
に
及
ぼ
す

穀
物
の
低
債
の
影
響
に
闘
す
る
一
論
文
」
中
に
「
枇
舎
が
静
止
せ
る
ご
、
進
歩
せ
る
ピ
退
歩
せ
る

FMι
問
は
歩
、
勢

貨
の
騰
落
は
枇
舎
の
あ
ら
ゆ
る
朕
態
に
共
通
で
あ
る
。
静
止
せ
る
朕
態
で
は
勢
貨
は
全
く
人
口
の
増
減
に
よ
り
、

進
歩
せ
る
状
態
で
は
資
本
己
人
口
ざ
が
就
れ
が
よ
h
犬
な
る
速
度
で
増
加
す
る
か
に
よ
り
、
退
歩
吠
柏
崎
で
は
比
雨

者
の
敦
れ
が
よ
り
速
か
に
減
少
す
る
か
に
よ
り
定
的
ち
る
o

経
験
の
示
守
蕗
に
よ
れ
ば
資
本
ご
人
口
ご
は
交
互
に

先
頭
に
立
つ
も
の
で
、
勢
賃
は
其
結
果
己
し
て
騰
落
す
る
も
の
で
あ
る
o
」
ご
一
五
ひ
、
又
一
八
一
五
年
十
月
7

U

サ

ス
に
宛
て
た
る
書
簡
(
此
書
簡
は
円
附
が
脱
落
し
て
ゐ
る
が
同
月
七
日
及
び
十
七
日
に
マ
ル
サ
月
に
宛
て
た
書
簡

が
其
前
後
を
な
じ
て
ゐ
る
の
で
、
此
十
日
の
聞
に
出
し
た
も
の
ご
思
は
る
)
の
中
に
、
「
資
本
の
集
積
吉
岡
じ
資
本

を
夏
に
生
産
的
に
使
用
す
る
の
己
は
其
問
に
大
な
る
差
が
あ
る
、
前
者
は
一
般
に
傍
貨
の
騰
貴
を
件
ふ
が

後
者
は
如
何
仁
長
期
仁
亘
る
も
斯
か
る
結
果
を
牛
止
ぜ
な
レ
、
-
勢
働

ω需
要
の
増
加
は
生
産
方
法
の
改
良
の

結
果
生
産
物
ャ
棺
す

z
h
資
本
の
集
積
を
事
か
な
い
限
hJ
後
生

L
得
な
い
、
労
賃
に
影
響
す
る
は
資
本
の
集
積
で

あ
り
、
伺
じ
資
本
の
よ
b
良
吉
使
用
で
は
な
い
。
L
t
云
つ

τ
ゐ
る
蜘
か
ら
推
す
ご
η
ノ
カ

1
ド

1
は
勢
貨
を
以

τ需

Price or Corn 00 the 
町1. by Gonner目 1923

~icaròo. Ib~rd. p. 77 
Ricmlo. Ibid. p~ 76. 77 
Ricardo， An 1':s5凡y011 the In司uenceof a low 
Pl"Ofit~ of Stock， Iiicardo' S Economic Essays， 
p. 236 
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要
郎
も
資
本
の
量
(
質
の
如
何
に
関
せ
中
)
、
而
し
て
其
資
本
な
る
も
の
は
勢
働
者

ω
雇
備
に
向
け
ら
れ
た
る
流
通

資
本
の
一
部
に
制
限
サ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
量
吉
、
叫
労
働
の
供
給
即
も
勢
働
者
の
人
口
数
百
の
閥
係

に
よ
っ
て
定
ま
る

Z
な
し
た
こ
ご
は
明
瞭
で
あ
る
。
唯
ミ
ル
の
如
〈
此
両
者
の
目
。
唱
。

E
S
に
よ
る
ご
迄
、
進
ん

で
一
五
は
な
か
っ
た
り
で
ゐ
る
。

分
策
基
金
設
の
要
貼
の
絞
過
は
以
上
を
以
て
大
慨
を
議
〈
し
た
も
の
ご
し
、

の
間
接
競
争
論
に
移
る
で
あ
ら
'
フ
O

以
下
へ
F

T

V

の
反
駁
設
及
勢
賃

(
註
)

リ
カ
ド
ー
は
比
持
貨
悲
金
世
間
且
併
を
採
れ
る
た
め
耽
筑
論
と
し
て
は
救
貧
訟
批
喰
を
主
仮
す
る
の
で
あ
る
が
、
合
政
な
る
撤
酸
仕
今
迄

恩
恵
(
謀
れ
る
己
と
で
は
あ
る
が
)
在
家
れ
る
都
働
者
を
時
に
悶
窮
せ
し
む
る
か
ら
「
金
足
と
人
造
と
に
と
り
最
良
円
友
人
は
炉
何
に
し
て
動
貧

、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

訟

ω隣
止
が
最
も
安
全
に

HA
つ
同
時
に
阿
暫
器
地
心
力
に
訴
位
ず
行
ひ
得
る
か
を
提
案

L
得
る
人
て
あ
る
」

(
E
n
m
E
9
H
V
F
E
n一
1
2
てコ

と
一
五
っ
て
ゐ
る
。

り
カ
i
v
l
白
労
賃
諭
は
以
上
辿
べ
た
る
接
官
義
金
詑
的
見
解
ル
」
共
に
、
後
に
ラ
ツ
サ
l
ル
に
よ
っ
て
労
賃
銭
則
な
る
名
山
下
に
円
ぱ
る
h

薩

円
、
捧
貨
は
捗
働
者
内
生
前
維
持
符
に
よ
っ
て
定
ま
る
、
之
以
上
に
騰
貴
す
る
時
は
労
働
者
人
口
山
崎
加
と
均
り
競
羽
の
枯
川
市
K
探
靴
持
費
旧
知

に
下
落
す
る
と
白
誌
を
述
べ
た
、
之
は
仰
が
一
般
商
品

ι
自
鼎
情
怖
と
市
場
慣
柿
と
が
存
ず
る
こ
と
よ
り
砂
働
に
も
部
此
閑
者
あ
る
と
と
を
翻
推

で L
あ、

る I~
が然
、 f買
此枯
二コ li 
つ持

"働
位者
ι VJ 

主主
勢~~

E詰
金手
およ
tl{J 申

且り、

?古
担議
附宇品
勢は
賃此
金量 」
則 r

!. ，'，.. 

はよ=
矛 1忠

空宇
ζ る

1 も
A 新
方肋
は由
労然
t互作I
{士 千有
資に
4三辞
と若
人〈
n と
と断
iJ.) 丸ご
闘 L
j持た

文蕗
(土泊、

ら
方事
自 jこ

留の

他
陀
よ
国
リ
て
の
み
混
住
す
と
云
ふ
に
到
し
役
者
は
生
前
維
持
品
山
川
栴
内
脆
落
を
は
て
拶
貨
の
騰
落
。
原
ほ

E
な
す
か
ら
で
あ
る
。
リ
カ

1
u
r
l

内
野
色
に
闘
す
る
忠
想
的
中
に
此
二
つ
の
矛
回
せ
る
も
の
ミ
存
花
せ
る
た
め
批
汗
者
町
中
に
は
リ
カ
ー
ド

I

U
軍
担
問
は
所
m
M
U
賃
描
則
的
見
解

山
中
に
あ
っ
て
基
金
前
町
方
に
あ
ら
ず
と
な

L
冊
目
立
某
企
詑
を
口
て
全
〈
ミ
ル
山
設
に
蹄
せ
ん
止
す
る
も
の
が
あ
る
、
輩
し
リ
カ
l
v
?
に

L
て

言E

手E

i¥ 
ヨI

C 

七

調
謹
古
典
皐
訟
の
勢
賃
論

(
第
六
暁

第
二
十
巻

∞ 
山
) 
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設

苑

描
逸
古
典
事
採
り
勢
賃
鴇

第
二
十
巻

(
第
六
挽

^ ，、

O 

八

佐
官
賃
比
企
況
を
批
底
的
に
詑
〈
も
の
と
す
札
ば
之
と
矛
盾
す
る
勢
賃
儲
川
的
見
解
を
保
持
す
る
開
市
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
{
巴
目
。
『
一

mONHJγ 

42ωω
何
回

ω
の
『
戸
「
【
=
己
ぬ
同
Z
V
Z
F
Z
Z
コ
問
。
ロ
E
ロ
ヲ
五
回
目
白
主
主
ω
口
『
ロ
ロ
白
m
m
J
R
N
O
ロ
《
凶
作
司
ぐ
o-
官
三
ユ
ωヰ
出
骨

Z
D
乱
目
。
枠
内
己
A
W

ニヨ
F
3
0岡
田

弘

/口・

m

m
匂
)

ミ
ル
白
峰
賃
基
金
誌
の
有
力
な
る
反
政
者
た
る
ロ
シ
グ
は
持
働
。
供
給
は
例
外
の
塙
告
を
除
い
て
常
に
需
要
を
超
過
す
る
-
も
の
で
あ
る
、
従
て

競
争
は
供
情
即
ち
崎
町
働
有
内
側
に
の
み
存
し
得
唖
印
ち
有
本
山
側
に
存
せ
ぎ
る
も
の
で
あ
る
、
党
結
呆
捗
貨
は
捗
働
者
自
虫
活
献
持
哲
郎
ち
勢
働

白
自
然
倒
拍
刊
に
定
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
A
3
1

若
し
此
祉
を
異
な
り
と
す
れ
ば
持
貨
は
労
働
の
需
給
刷
係
に
よ
っ
て
定
ま
る
之
内
捗
貨
基
金
設
は
業

て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
一
占
っ
て
ゐ
る
。
(
ア
Q

口
問
ク
〉
同
旦
-
E
Z
E
D
O
「
H
Y
0
4
F
〈
戸
市
川
内
司
E
M
m日
寸

r
gミ
・
同
∞
m
m

百

小

m
e
@
)

囲内}U2ロ向。

ισ
可
図
。
=
ω
ロ
L
m
『

第
二
節
労
貨
基
金
設
反
駁

へ
F

7

y

の
M

背
負
論
は
勢
貨
の
本
質
に
閲
す
る
彼
自
身
の
筒
柄
的
主
張
よ
り
も
努
質
基
合
設

ω反
駁
の
消
械
的

方
師
に
特
色
め
る
や
見
る
、
彼
は
勢
賃
に
就
て
は
需
要
供
給
設
を
採
る
の
で
あ
る
が
、
然
も
立
(
需
要
の
何
た
る
か

に
就

τ、
需
給
詑

ω
一
っ
た
る
労
賃
基
令
説
、
己
挟
を
分
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
抑
も
労
働
は
二
つ
に
分
類
す
る

こ
芭
が
出
来
品
、
一
つ
は
慾
川
去
を
官
接
に
充
足
す
る
も
の
で
、
他
は
物
財
を
生
産
し
、
そ
れ
ef
渇

ιて
間
接
に
慾

望
を
充
足
す
る
も

ωで
ゐ
品
、
前
者
は
物
醐
同
化
せ

F
る
も
の
、
例
へ
ば
家
庭
内

ω僕
熔
の
幡
宮
働
の
如
き
も
の
で
之

を
勤
労
巴
2
再
正
名
け
不
生
産
的
労
働
た
る
を
常
ざ
す
る
、
之
に
反
し
て
物
財
智
通
じ
て
間
後
に
需
要
者
の
慾

望
を
充
古
ん
ご
す
る
も
の
は
多
〈
は
何
斉
的
労
働
で
あ
る
、
勢
貨
は
以
上
の
労
働
の
精
類
を
問
は
す
一
般
財
の
債

格
芭
同
じ
決
定
版
図
に
よ
っ
て
定
士
る
。

官主
) 

九
日
ル
マ
シ
(
一
七
九
五
|
|
一
八
六
入
)
円
主
4
4
「
悶
家
組
情
的
研
究
」
の
第
一
版
は
一

λ
一
一
三
年
、
第
一
一
阪
は
彼
自
死
後
一
八
七

O
年
に
出
で

4白.Hermann， Staatswjrtschaftliche lJnte目 uchungen.1874. S 16) 



町
四
I
A
半
世
終
週
L
C
ゐ
て
此
雨
者
の
問
に
は
、
利
問
、
所
得
、
消
費
白
章
。
他
は
大
な
る
建
計
存
ナ
る
よ
う
で
あ
る
。
(
同
O
R
r司
ヨ
。
mm
岳町

p
o
己

2
2
2昨日
O
Z
H
O
昇
。
ロ
。
E
5
5
ロ
m
E
R
r
-笹
口
品

2
1ム
由
史
凶
M

P
明
目
。
向
。
)
然
し
弦
に
は
第
二
版
を
共
位
脱
刻
せ
る
一
八
七
阿
年
版

に
操
る
の
M
抑
制
一
き
た
め
比
較
す
る
を
符
な
い
の
で
あ
る
が
ロ
ッ
シ
ャ
ー
が
彼
内
野
賃
請
を
紹
介
せ
る
巾
勢
貨
基
金
設
反
政
に
闘
し
て
は
第
一
般
を

事
一
照
じ
て
ゐ
る
事
か
ら
考
仕
る
と
民
金
話
民
阪
は
第
一
服
に
は
な
か
っ
た
の
て
あ
る
う
と
思
は
札
る
、
(
同
自
の
ゴ
2

P

M

。
'" 
司
自
由

l
問
自
由
)

畳
L
ミ
ル
の
原
論
(
一
凡
四
八
年
)
に
先
立
つ
拾
六
年
の
事
で
あ
る
か
ら
第
一
服
に
反
政
詑
が
あ
る
と
す
れ
ば
恐
ら
〈
ミ
ル
は
之
を
参
関
し
た

rあ

ゐ
う
し
、
ソ

1

ン
ト
ン
や
ロ
ン
グ
の
反
駁
を
侠
つ
迄
患
な
〈
改
詑
し
た
で
あ
ろ
う
正
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

先
づ
勢
働
の
需
要

ω方
戸
川
か
ら
考
察
す
る
ご
、
彼
は
勢
賃
論

ω第
二
節
「
(
勢
神
且
の
)
支
挑
能
力
」
芭
題
せ
る
下
仁
次

の
よ
う
に
週
一
ぺ
て
ゐ
る
。
抑
も
勢
働
を
需
要
す
る
人
は
勢
賃
J
g
支
梯
ひ
得
る
手
段
を
持
た
な
り
れ
ば
な
ら
泊
、
無

形
の
助
努
ゃ
、
仮
A

ザ
物
油
開
化
し
て
も
衣
食
住
等
直
接
の
消
費
に
用
ひ
ら
る
、
も
の
、
生
産
勢
働
は
需
要
者
の
所
得

か
ら
支
携
は
れ
、
業
他
の
物
財
の
生
志
向
勢
働
は
需
要
者
の
資
本
か
ら
支
梯
は
れ
る
か
ら
、
一
見
す
る
時
は
、
勢
賃

は
勢
働
を
需
要
す
る
人
の
懐
中
に
存
す
る
資
金
か
広
支
抑
は
れ
、
従
て
一
定
の
時
、
一
定
の
ノ
慮
に
於
て
は
労
賃
仁

支
梯
は
る
べ
き
一
定

ω
基
金
存
す
る
か
に
見
ゆ
る
、
此
目
隠
に
努
賃
某
令
読
め
一
根
擦
が
あ
る
の
で
ゐ
る
が
、
夏
仁
一

η
 

歩
準
め
て
考
ふ
る
時
は
斯
様
な
「
勢
賃
に
支
梯
ふ
べ
き
基
金
は
何
彪
に
も
存
せ
な
い
」
ニ
ピ
を
知
る
で
あ

ιぅ
、
蓋

し
持
賃
が
一
定
の
資
本
か
ら
支
坊
は
れ
る
も
の
ご
す
れ
ば
、
或
年
に
英
資
本
を
労
賃
t
L
C
全
部
支
出
し
て
了
ま

っ
た
な
ら
ば
警
年
は
時
労
働
を
需
要
す
る
こ
ご
が
不
可
簡
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
朝
立
年
も
労
働
の
需
要
を
可
能
な
ら

し
め
る
に
は
何
慮
か
ら
炉
英
資
本
を
填
補
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
し
て
み
る
己
資
本
は
一
時
的
に
勢
賃
を
支
梯
ふ

源
で
ゐ
っ
て
、
震
は
其
背
後
に
異
に
労
働
を
需
要
す
る
何
も
の
h
r
v
あ
っ
て
、
外
見
上
一
時
的
労
賃
資
源
占
見
ゆ

る
資
本
を
絶
え
も
ヲ
繰
返
し
繰
返
し
供
給
す
る
の
で
あ
る
、
此
背
後
の
あ
る
も
の
こ
そ
異
の
労
賃
支
梯
の
源
で
あ

設

苑

O 

九

濁
題
古
典
皐
抵
白
勢
賃
諭

第
二
十
巻

(
第
六
貌

A
七
)
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設

宛

(
第
六
娘

凡
八
)
一

o-一
o

部
品
唱
古
山
仲
間
申
棋
の
崎
町
賃
論

第
一
一
十
巻

る
。
然
ら
ば
此
背
の
あ
る
も
の
さ
は
何
ぞ
や
Z
云
は
い
γ

、
そ
れ
は
最
後
の
一
消
費
者
の
需
要
、
即
も
購
買
力
で
あ
る
。

「
生
産
的
勢
働
の
報
酬
の
買
の
、
そ
し
ず
し
絶
え
守
新
し
(
流
出
す
る
泉
源
以
、
自
己
の
要
求
の
た
め
生
産
物
台
購

買
す
る
彪
の
購
買
者
の
所
得
で
あ
る
こ
例
へ
ば
原
料
た
る
棉
花
を
栽
培
す
る
労
働
が
一
年
恥
要
し
、
紡
縫
は
六
湛

問
、
夏
に
布
に
織
る
に
六
週
間
の
勢
働
を
要
す
る
ご
す
れ
ば
、
一
年
の
努
働
期
間
後
、
棉
花
栽
培
者
は
其
牧
獲
の

棉
花
が
寅
れ
な
け
れ
ば
翌
年
実
労
働
を
縦
縞
す
る
唱
】
ご
が
出
来
な
い
、
紡
績
織
布
の
崎
労
働
も
六
週
間
後
は
之
芭

同
じ
で
ゐ
る
、
一
生
斉
階
段
の
勢
働
の
縦
績
が
長
い
が
短
い
か
は
勢
賃
支
抑
に
要
す
る
資
本
の
謹
〈
る
や
否
ゃ
に

あ
る
、
新
し
い
原
料
に
新
し
き
勢
似
を
加
ふ
る
こ
古
は
新
し
い
資
本
の
存
す
る
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
で
ゐ
る
、

而
し
て
此
事
は
其
生
産
物
の
販
責
の
如
何
に
か
、
る
こ
ど
で
あ
っ

τ、
最
後

ω購
買
者
の
購
買
力
如
何
が
勢
賃
を

支
那
ひ
得
る
や
否
や
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
o

肢
体
帆
の
購
買
岩
は
震
は
勢
賃
支
携
の
資
本
を
提
供
す
る
ば
か

b

で
は
な
く
、
労
働
仁
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
物
の
販
質
せ
ら
晶
、
迄
の
期
間
に
謝
す
る
利
子
も
合
め
て
支
抑
ふ
の
で

あ
る
問
今
需
要
供
給
の
関
係
に
よ
っ
て
、
生
産
物
の
煩
絡
が
下
落
し
だ
時
は
企
業
者
は
先
つ
生
産
物
が
問
問
責
さ
れ

る
迄
の
期
間
彼
が
放
資
L
に

ωに
劃
す
る
利
子
を
要
求
す
る
か
ら
帥
労
働
者
の
所
得
ご
な
る
労
賃
支
梯
の
部
分
は
盆

々
少
く
な
る
、
従
て
勢
働
者
の
側
か
ら
す
る
な
ら
ば
生
産
物

ω債
格
仁
し

τ騰
貴
せ
さ
る
限
り
、
成
る
ぺ
〈
早
〈

販
貞

L
得
る
財
の
生
産
に
従
事
す
る
方
一
伊
勢
賃
が
大
で
あ
る
、
骨
一
皿

L
利
子
ご
し
て
控
除
せ
ら
る
、
、
部
分
が
少
巾
引
か

ら
で
あ
る
。

(
註
)

都
貨
内
決
定
原
川
は
資
本
て
な
〈
て
勢
働
者
由
主
席
物
を
購
買
す
る
虞
白
鵬
買
4
4
の
所
仰
に
あ
る
と
白
ヘ
ル
マ
シ
四
詑
を
プ
レ
シ
タ
ノ

は
明
瞭
に
点
総
し
て
ゐ
る
と
で
ぺ
(
寸

E
E
p
d
r
J正
問
自
自
白
門
戸
市
一
戸
時
己
唱
吋
血
)
へ
ル
マ
ン
の
死
前
二
年
一
八
六
六
年
に
公
に
せ
ら
れ
た
前
掲

IIenuann， <1. a. O. S. 476， 
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ロ
ン
グ
の
捗
賃
芯
金
詑
反
駁
も
持
勢
貨
は
雇
王
山
静
常
事
に
限
ら
る
誌
に
あ
ら
ず
し
て
市
費
者
の
需
曜
に
よ
る
こ
と
を
一
五
つ
て
ゐ
る
。
(
円
。
ロ
官
一
〉

問
。
『
見
山
口
。
ロ
。
『
円
r
o
d
-位
向
。
司
C
H

円H
4
r
o
o
v
J
目

U

ム
由
)

一
技
術
的
生
産
に
於
け
る
企
業
者
の
資
本
は
各
生
産
階
段
に
必
要
な
る
勢
働
を
生
産
物
仁
樫
化
せ
し
り
る
手
段

に
過
ぎ
な
い
、
此
生
産
物
は
加
工
の
終
'
り
に
於
て
、
勢
賃
支
出
を
償
ふ
た
め
に
販
貢
せ
ら
れ
る
、
如
何
な
る
方
法

に
よ
る
も
勢
貨
が
支
梯
は
る
、
は
基
金
で
は
な
い
出
」
如
何
な
る
大
資
本
を
以
t
事
業
を
経
勝
目
す
る
も
、
共
生
産
物

が
結
局
消
費
者
に
よ
っ
て
購
買
せ
ら
れ
、
般
り
に
支
梯
ひ
た
る
祭
賞
が
償
は
れ
得
な
け
れ
ば
決

Lτ
永
続
す
る
も

の
で
は
な
い
、
従
て
現
買
に
事
業
が
継
続
せ
ら
れ
勢
貨
が
支
抑
は
れ
て
ゐ
る
限
リ
、
何
回
路
に
か
業
製
品
は
販
貞
吉

れ
行
き
っ
、
あ
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
北
(
勢
貨
の
支
梯
に
侭
り
に
宛

τら
れ
て
ゐ
る
資
本
な
る
も
の
は
常
に
消
費
者

の
懐
中
か
ら
補
は
れ
て
ゐ
る
も
の
で
ゐ
る
、
「
生
斎
的
労
働
の
勢
貨
に
劃
す
る
支
抑
能
力
は
唯
最
後
の
消
費
者
の
所

得
の
中
に
存
す
る
、
:
最
後
の
勝
目
見
者
が
富
め
ば
寄
り
程
、
往
々
多
〈
其
所
得
を
欲
す
る
商
口
聞
の
購
買
に
向

け
、
あ
ら
ゆ
る
判
類
の
生
産
的
勢
働

ω支
梯
能
力
が
増
加
し
、
盆
々
容
易
に
企
業
者
は
資
本
を
勢
賃
支
抑
に
使
用

仁
得
る
;
。
」
新
〈
て
企
業
者
の
所
有
す
る
資
本
は
「
唯
経
務
的
生
産
に
謝
す
る
補
助
手
段
で
あ
っ
て
、
常
に

制

新
し
ラ
労
働
が
業
報
酬
を
波
み
出
し
得
る
泉
訴
で
は
な
い
c
」
へ
ん
戸
マ
ン
は
以
上
の
所
設
の
結
論
己

Lτ
明
白
に
勢

貨
基
令
設
を
否
定
し
た
、
被
は
云
う
、
「
努
賃
が
一
固
め
勢
働
者
数
ご
の
閲
係
に
於
け
る
使
用
資
本
の
大
き
に
闘
す

ご
の
設
は
説
謬
で
あ
る
o

一
勢
貨
の
泉
州
桝
が
企
業
者
の
資
本
で
あ
る
ご
一
五
ム
こ
ご
は
理
論
上
説
謬
で
あ
る
の

み
な
ら
す
賞
際
上
に
も
不
郡
令
で
あ
る
叫
」
ピ
。
蓋
し
賓
際
上
不
都
合
で
あ
る
さ
一
去
ふ
の
は
労
働
者
が
問
盟
館
業
を

な
し
て
労
賃
の
値
上
げ
を
迫
る
際
勢
賃
基
令
説
に
よ
る
時
は
労
貨
は
会
〈
企
業
者
の
怠
思
に
よ
り
左
右

L
得
る
が

説

;;0 

八
九
)
一

O

捕
逸
古
山
、
思
抵
の
持
賃
諭

第
二
十
巻

(
都
大
統
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話

苑

九
O
)

一O
一=ニ

調
塩
古
典
準
蹴
白
勢
賃
論

第
二
十
巻

(
第
ナ
焼

如
〈
考
わ
ら
れ
、
努
働
者
を
極
迫
す
る
も
の
は
企
業
者
な
り
ご
断
守
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
之
に
反
し
て
勢
貸
を

左
渚
す
る
も
の
は
購
買
者
な
り
ご
云
ふ
時
は
勢
倒
守
議
的
鈴
先
を
他
に
鴨
中
る
を
得
る
の
実
際
上
の
利
盆
が
ゐ

る
o

乍
然
此
仰
稗
に
劃
し
て
は
全
然
反
針
の
設
明
を
も
生
や
る
、

εれ
は
ロ
ン
グ
の
云
っ
て
ゐ
る
如
〈
、
勢
貨
基

金
設
は
労
働
者

ω注
意
を
企
業
者

ω所
布
す
る
資
本
仁
志
付
り
る

-
Eに
よ
っ
1
、
彼
等

ω製
品

ω市
場
に
於
り

る
債
格
、
そ
的
H
品
況
に
杢
川
、
無
頓
右
な
ら
し
め
、
市
岡
恨
り
勝
賞
に
よ
り
勢
賃
り
値
上
げ
を
迫
る
危
険
を
少
〈
す
る

こ
ご
も
出
来
る
の
で
あ
る
、
乍
然
事
資
に
於
て
は
同
労
働
者
の
斜
力
は
進
み
う
、
め
る
が
故
に
、
彼
等
の
製
品
の
市

況
に
純
一
頓
宥
な
こ
ご
は
殆
ん
ど
鉱
山
レ
立
去
っ
て
よ
レ
、
此
彪
に
於
て
反
謝
に
企
業
家
は
叫
胃
袋

ω
決
定
原
因
を
以

τ

資
本
ご
せ
す
に
購
買
者
の
需
要
、
従
ー
は
又
一
般
市
況
に
締
す
る
万
が
、
勢
働
者
の
要
求
を
退
り
る
に
便
利
で
ゐ

る
、
斯
〈
て
ロ
ン
グ
ム
削

ω
併
科
は
労
働
者

ω
自
覚
の
準
ま
グ
る
聞
に
の
み
適
用
せ
ら
る
ぺ
〈
、
今
日
に
於

τは

幻

後
の
併
科
を
採
っ
て
賞
際
的
方
面
に
於
て
も
叫
す
賃
恭
合
設
内
必
要
加
鳴
き
こ

Z
を
云
っ
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
へ
U
F

マ
ン
の
勢
賃
基
金
説

ω反
駁
り
要
鈷
は
一
闘
一
定

ω時
に
斯
か
る
基
金
な
る
も
の
存
せ
争
、
帥
宵

賃
支
捌
の
源
泉
は
企
業
者

ω資
本
に
ゐ
ち
A
Y
L
て
労
働
者
の
生
産
物

ω
消
費
者
側
の
購
買
に
あ
る
こ
正
、
資
本
は

努
賃
支
抑
の
一
時
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
の
で
・
最
終
消
費
者
的
購
買
が
寅
仁
一
労
賃
の
決
定
原
因
で
あ
る
こ
ご
を
示

た
時
間
に
ゐ
る
。

第

節

勢
質
内
間
接
続
宇

前
節
に
述
べ
た
る
目
隠
は
勢
働

ω需
要

ω方
面

ω考
察
で
あ
る
が
、
之
が
供
給
の
側
を
支
配
す
る
重
大
な
る
現
象

へ
W

マ
ン
に
よ
れ
ば
労
働
岩
の
崎
芳
賀
に
閲
す
る
競
等
で
あ
る
。
之
に
直
接
競
守
吉
間
接
競
争
さ
ゐ
る
。

t止、

Rosch"r. Gesc11ichte der N.<ttionar Oekonomik in Deutschland. 1874. S 
問、

~-.9~J?:e. .A Refutation _of the Wage-.Fund Thcory. 1866. 
Hollander-叩つ'4-p. 48. 
Longe. Ibid. p. 48 
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一
夜
楼
紛
争
。
労
働
市
場
に
於
て
は
需
要
が
供
給
を
超
過
せ
ゲ
る
限
り
、
而
し
て
之
が
普
通

ω欣
態
で
あ
る

が
、
共
彪
に
は
大
祇
の
場
合
供
給
側
に
於
け
る
競
争
が
存
す
る
。
此
勢
働
者
相
圧
の
勢
貨
を
獲
得
せ
ん
ご
す
る
競

守
ゃ
ん
1
、
庇
接
競
争
芸
名
け
る
の
で
あ
る
が
、
此
競
守
は
柿
々
の
俊
件
の
下
に
制
限
さ
る
、
も
り
で
ゐ
る
。
ケ

w

y
ズ
も
一
再
っ
た
如
〈
在
接
続
府
ず
り
行
は
れ
る
の
は
問
碍
の
技
術
的
勢
働
者
の
聞
に
の
み
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ

到

て
、
技
術
を
異
に
す
る
時
は
競
争
は
な
い
ご
云
っ
て
よ
い
。
古
典
準
涙
の
多
〈
の
人
々
は
勢
働
者
の
競
争
は
抽
労
働

市
場
に
於

τ絶
針
的
に
行
は
る
、
如
〈
設
〈
の
で
あ
る
が
、
慢
は
技
術
を
等
1
fす
る
者
の
間
に
の
み
競
争
M
F

行

の
存
在
争
力
説
す
る
功
は
ケ
Y

ン
ズ
に
認
む
べ
き
も
の
で
は
あ
ら

は
れ
る
の
で
あ
る
、

E
ロ
i
S百日
u
Z
E四

m
g
Z
3
叩

う
が
哨
へ
U
F

マ
ン
も
亦
此
鮎
を
説
い
て
ゐ
る
。

へ
W

7

y

が
夏
に
直
綾
競
守
の
制
限
古
し
て
述
ぺ
て
ゐ
る
蕗
は
多
〈
は
阪
に
ア
ダ
ム
、

官
」
の
第
一
篇
第
十
章
「
勢
倒
及
び
資
本
め
異
れ
る
用
法
に
於
け
る
勢
賃
ご
利
潤
」
内
題
下
に
道
破
せ
る
蕗
で
あ

る
。
唯
共
異
同
十
一
邸
中
「
れ
ば
、
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
が
仕
事
を
習
練
す
る
に
要
し
た
る
費
用
に
よ
っ
て
勢
賃
に
差
異

ゐ
る
司
】
む
を
述
べ
た
る
に
封
し
、
彼
は
天
賦
の
才
能
の
差
異
に
?
り
競
争
の
不
可
能
な
る
こ

F
T述
叫
ス
ミ
月
が

仕
事
の
快
適
な
る
や
否
や
じ
よ
り
て
差
異
ゐ
り
ご
逃
叫
た
る
に
謝
し
て
彼
は
労
働
の
危
険
大
な
る
蕗
じ
競
守
少
き

ニ
ど
を
述
べ
勢
働
者
仁
信
用
を
興
ふ
る
を
要
介
る
時
ギ
M
H

ド
、
ヅ
ン
ア
ト
等
徒
弟
期
聞
を
定
的
此
則
間
を
抑
制
過
せ

5
れ
ば
一
人
前
の
勢
働
者
た
る
を
認
め
な
い
時
の
如
き
は
競
争
は
頗
る
制
限
せ
ら
れ
る
事
を
通
ぶ
る
黙
に
は
雨
者

は
一
致
す
る
。
唯
子
こ
A

に
な
〈

L
T彼
の
み
設
げ
る
貼
は
、
般
A

ザ
或
場
所
に
於
て
勢
賃
高
き
も
其
場
所
に
移
轄

す
る
に
費
用
を
多
〈
要
す
る
場
合
印
も
運
送
費
、
移
鴨
費
の
時
労
働
者
に
手
り
て
負
携
十
一
得
ゲ
る
稜
高
き
時
は
競
守

ー
ミ
ス
が
「
諸
問
民
の

話

3lIl 

(
第
六
琉

O 

端
逸
古
典
岡
市
民
自
努
質
論

第
二
十
巻

九

) 

Adam Smith. Jbirl. p. I03・I04
Adam Smith， Ibid. d. I02 
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Wh takcr， Lobor Thcorγof Value in English PolitlcarEcono1l1y. 1904， 
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百t

苑

(
車
六
慌

っfr.

Q 

1m 

前
逸
古
典
準
慌
の
勢
賃
論

第
一
一
十
巻

の
意
思
ゐ
h
τ
も
並
(
手
段
を
快
け
る
た
め
競
手
不
可
能
己
な
る
、
叉
言
語
、
風
俗
、
習
慣
を
異
に
す
る
こ
ご
も
競

争
を
制
限
す
る
要
素
で
あ
る
ご
す
る
結
で
あ
る
。

へ
戸
マ
ン
の
勢
賃
論
に
於
て
異
彩
営
放
て
る
は
匠
接
競
争
に
闘
す
る
貼
で
は
な
く
て
、
勢
働
者
が
意
識
せ
ゴ
る

に
か
、
わ
ら
中
、
他
動
的
に
競
争
十
傍
儀
な
く
せ
し
め
ら
れ
る
蕗
の
一
勢
貨
の
間
接
競
争
に
閲
す
る
部
分
で
あ
る
、

以
下
其
設
明
に
移
る
で
あ
ら
う
。

二
間
接
競
守
。
労
働
が
物
財
に
鴎
化
せ
な
い
場
合
例
へ
ば
勤
勢
等
の
場
合
に
於
て
は
業
供
給
側
に
於
け
る
放
軍

は
、
勢
働
提
供
者
相
瓦
問
の
直
接
競
争
じ
限
ら
る
、
も
の
で
あ
る
が
、
立
(
叫
労
働
が
物
財
を
生
産
す
る
に
用
ひ
ら
る

、
時
、
殊
に
其
最
も
普
通
の
場
合
忙
る
商
品
生
産
に
嘗
つ
て
は
努
働
者
は
直
接
競
争
の
外
‘
悶
接
続
守
を
も
受
〈

出

る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
前
者
よ
b
造的
r

に
深
刻
じ
無
意
識
裡
に
叫
労
働
者
に
背
痛
を
奥
ふ
る
も
の
で
あ
る
。

閥
際
交
通
の
盛
ん
な
る
現
代
に
於
て
は
、
一
闘
の
或
市
場
に
於
け
る
商
品
の
債
格
高
き
時
は
、
他
闘
の
よ
り
廉

債
な
る
商
品
は
葉
市
場
に
座
倒
し
来
る
も
の
で
あ
る
が
、
並
(
商
品
な
る
も
の
は
、
買
は
叫
労
働
の
鱒
化

L
允
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
此
商
品

ω競
守
な
る
も
の
は
他
商
よ
ち
観
察
す
れ
ば
勢
貸
の
競
争
で
あ
る
、
外
岡
市
場
よ
り
の
商

品
の
提
供
は
労
働
の
供
給
を
も
意
味
し
て
ゐ
る

ωで
ゐ
っ
て
、
廉
債
な
る
外
岡
商
口
聞
が
内
岡
市
場
に
於
℃
内
同
製

品
を
邸
側
し
駆
逐
す
る
こ
ご
は
、
即
ち
内
閲
労
働
者
の
供
給
を
市
場
よ
り
排
除
す
る
こ
ご
で
ゐ
り
、
此
一
帯
は
勢
働

者
自
身
に

Z
っ
て
彼
等
相
互
の
眼
前

ω直
接
腕
守
の
如
く
明
瞭
に
彼
等
の
意
識
に
映
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
よ
り

有
効
に
彼
等
ヤ
祭
働
市
場
よ
ち
駆
逐
し
勢
貨
の
低
下
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
此
事
を
努
貨
の
間
接
競
争
t
名
〈
る

の
で
あ
る
が
、
究
際
の
事
情
は
斯
〈
簡
軍
で
は
な
い
、
外
岡
抽
労
働
者
の
労
賃
が
、
内
闘
の
ぞ
れ
よ
ム
り
も
高
く
さ
も

日目m凡nn，九九 O.S. 479. :~õ) Adam Smith. p: I07. Hermann. s. 479 
Ad山_11Smith， p. 120 ff. Hennanli. s. 480. 48J 

IIel mann. s. 479. 480 

Hcrm.1nn. a. a. O. S. 482 
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他
の
生
産
の
要
素
に
し
て
廉
債
に
使
用
し
得
る
な
ら
ば
其
製
品
は
内
岡
市
場
を
歴
倒
す
る
こ
ご
あ
る
べ
(
商
品
の

競
争
は
必
す
し
も
常
に
労
働
の
み
の
競
守
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
ぞ
れ
放
に
理
論
上
は
労
働
以
外
の
生
産

的

要
素
に
し
て
事
情
同
一
な
ら
ば
ご
の
制
限
を
附
す
る
の
必
要
が
あ
る
じ
乍
然
此
制
限
を
撤
廃
す
る
ぜ
し
て
も
、
即

も
帥
労
働
ご
他
の
生
産
要
素
ご
を
混
合
し
て
考
h
て
も
、
立
(
杢
罷

ω成
川
市
た
る
製
品
が
内
岡
市
場
の
司
令
れ
よ
り
も
廉

償
な
る
時
は
、
内
図
製
品
は
市
場
よ
り
駆
逐
せ
ら
る
、
ョ
}
ご
、
な
h
結
局
内
閣
の
抽
労
働
者
は
競
守
場
裡
よ
り
其
委

を
設
す
る
ニ
正
、
な
る
で
ゐ
ら
う
o

其
慮
で
貫
際
上
に
於
t
は
商
品
の
競
守
は
常
に
努
働
の
競
守
を
件
ふ
ご
一
五
っ

て
も
大
過
は
な
い
さ
思
は
れ
る
。

間
接
競
守
は
同
組
の
商
品
に
就
て
、
場
所
を
異
に
す
る
労
働
者
聞
に
行
は
る
、
の
み
で
な
〈
、
同
一
地
方
に
於

て
異
積
の
商
品
問
に
も
行
は
れ
る
、
例
へ
ば
薪
や
泥
炭
を
採
掘
す
る
森
林
勢
働
者
Z
茨
坑
納
骨
働
者
吉
、
或
は
片
ラ

フ
イ
ン
製
造
勢
働
者

z石
油
採
取
勢
働
者
並
び
に
獣
脂
や
柵
子
油
か
ら
月
一
プ
ア
ヲ
ン
践
を
採
る
惜
労
働
者
ど
の
聞
の

如
、
苫
之
で
ゐ
る
ο

間
接
競
争
が
有
放
に
作
用
す
る
庭
で
は
、
勢
働
者
自
身
が
人
口
皐
設
や
勢
貨
基
金
設
に
聴
い
て
白
制
に
よ
り
彼

等
の
子
供
の
出
生
教
を
制
限
し
・
崎
労
働
者
の
供
給
を
調
整
し
て
も
無
効
で
あ
る
、
蓋

L
園
内
の
消
費
者
は
廉
債
な

る
外
閥
抗
蜘
入
品
を
購
買
し
、
高
き
勢
賃
を
支
那
へ
る
内
閥
製
品
を
廟
慮
せ
な
い
か
ら
、
間
接
競
岬
干
の
行
は
る
、
限

り
、
勢
負
引
上
げ
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
は
皐
一
党
無
意
味
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
h
y
マ
ン
の
勢
貨
基
金
設
反
謝
は
此

廃
に
も
其
一
端
を
見
る
こ
ご
が
品
来
る
。

設

濁
議
古
典
型
概
白
勢
賃
論

弗
二
十
巻

苑

(
第
占
ハ
就

え
コ
一
)
一
の
三
五

Hermann. a. a. O. S. 483 

Henmuln. a. a. O. S. 484. 
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設

苑

大
四
)

一O
一-一六

捕
逸
古
典
皐
蹴
の
勢
質
論

(
第
六
掠

第
二
十
巻

第
二
・
羊

-
フ
ゥ
の
労
賃
論

人
も
知
る
如
〈

F
A
P
1
ド

1
は
勢
貨
も
一
般
商
品
Z
等
し
く
自
然
債
格
ご
市
場
間
関
格
ご
を
有

L
、
前
者
は
労
働

Aa 

者
的
数
を
増
減
す
る
こ
ご
な
く
永
久
に
茶
阿
族
令
維
持
せ
し
む
る
に
要
す
る
費
削
川
じ
ょ
っ

τ定
ま
h
、
後
者
は
市

場
仁
於
り
る
勢
働
の
需
要
供
給
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ふ
ご
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
事
か
ら
し
て
前
者
を
重
L
Z

す
る
後
の
串
者
は
勢
賃
銭
則
を
惹
き
出
し
、
品
帆
岩
を
重
要
脱
す
る
者
は
勢
賃
基
金
設
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

リ
カ

1
ド

1
は
耐
労
働

ω自
然
債
格
を
以
て
拙
労
働
者
り
椅
族
維
持
の
資
出
ご
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
債
格
は
絶

封
的
に
固
定
し
た
も
の
で
は
な
〈
、
時
ご
虞
ご
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
相
違
し
、
主
Z
し
て
生
活
慣
習
に
よ
っ
て

定
ま
る
も
り
で

L
る
叫
蕗
が
生
活
憤
明
白
な
る
も
の
は
買
は
労
働
者
が
鴛
際
受
取
る
拙
労
働
の
市
場
債
絡
に
よ
っ
一
1
決

定
き
れ
る
も
の
で
、
勢
働
の
市
場
倒
格
が
継
総
的
に
高
き
時
は
生
活
慣
習
も
高
ま
る
も
の
で
あ
る
、
斯
〈
考
ム
る

時
は
、

y
カ

1
r
ー
の
一
五
ふ
が
如
く
労
働
の
自
然
償
格
が
そ
の
市
場
債
格
を
慈
、
君
付
け
る

ωで
は
な
〈
反
割
に
市

場
国
間
絡
が
自
然
債
格
を
惹
き
寄
せ
る
の
で
あ
る
叶
否
一
歩
進
め
て
一
五
へ
は
市
場
宿
格
が
自
然
績
格
を
決
定
す
る
も

の
で
あ
り
、
然
か
も
自
然
債
務
は
抽
象
的
な
も
の
で
な
〈
質
際

ω需
給
市
場
に
表
は
れ
る
債
格
で
あ
っ
て
、
市
場

債
格
ご
自
然
酬
明
格
日
を
分
つ
の
は
設
は
無
意
味
な
の
で
あ
る
、
必
克
両
者
は
同
一
物
で
あ
る
ご
一
去
っ
て
よ
い
さ
一

批
評
家
は
論
宇
品
目

斯
〈
の
如
く
雨
者
を
同
一
一
叫
す
る
立
場
は
姑
ら
〈
合
〈
、

F
カ

1
ド

1
の
勢
賃
論
は
其
会
章
を
通
じ
て
観
察
す

Ricardo. Pr"i~cip'cs. p・70
Ricard"). Ibid. p. 7I 
Ri仁九rdoo.lhi. P" 74 
Amonn， Rlcardo. als Begriinder. der [theo問 tischenNatios<llokonomie 
1924. S. 88. 
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る
時
は
、
市
場
調
格
己
同
然
欄
格
ご
は
平
行
し
て
述
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
共
事
は
彼
が
叫
す
賃
を
決
定
す

る
原
因
を
究
り
二
つ

Z
せ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
明
瞭
で
ゐ
る
、
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
は
勢
貨
を
以
て
一
帥
労
働

ω需
要
、

二
生
活
必
要
日
開
及
び
便
宜
日
開

ω
債
格
ご
の
二
つ
の
原
因
か
ら
定
ま
る
も
の
乙
な
し
た
の
で
あ
っ
て
斗
を
以
て
勢

働
の
供
給
を
決
定
す
る
も
の
ご
し
て
、
需
要
に
濁

L
供
給
側
を
代
表
せ
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

F
カ
1
ド
ー

は
決
定
原
因
を
以
て
一
勢
働
者
の
供
給
ご
需
要
、
ニ
労
賃
が
費
さ
れ
る
蕗
の
商
品
の
債
格
、
の
二
つ
ご
し
て
ゐ

る
、
郎
ち
ニ
を
以

τ
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
の
如
〈
勢
働

ω
供
給
を
代
表
せ

L
め
て
ゐ
な
い
ー
の
で
、
持
働
の
需
給
関
係

rs
‘、

以
外
に
、
生
活
維
持
費
を
以
て
別
稲
り
決
定
版
閃
ご
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
新
く
二
者
を
分
っ
た
事
は
一
を
以

τ

勢
貸
り
市
場
債
格
を
、
ニ
を
以
て
自
然
倒
栴
を
決
定
す
る
原
因
ご
凱
た
か
ら
で
ゐ
ら
う
ご
忠
ふ
、
然
ら
や
ば
一
一
的

供
給
ご
二
子
宮
同
一
一
脱
し
て
差
支
な
い
か
ら
で
ゐ
る
、
却
ち
彼
は
自
然
債
格
は
市
場
川
田
格
を
惹
付
け
る
も
の
で
は

あ
っ
て
も
此
雨
者
は
会
〈
別
問
の
も
の
で
あ
る
さ
孤
だ
の
で
あ
る
、
彼
の
勢
賃
論
争
】
通
じ
て
観
察
す
る
時
忍
は
彼

の
自
然
債
格
の
主
張
、
却
も
勢
賃
制
則
的
茄
芽
ご
市
川
崎
問
問
肱
仙
の
説
明
、
郎
も
柚
背
負
基
金
詰
り
萌
芽
ご
が
敦
れ
に
も

特
に
偏
す
る
こ
さ
な
〈
た
い
V

重
要
さ
を
以
て
双
ぴ
存
し
て
ゐ
る
も
の
ご
解
す
る
o

ラ
ウ
ノ
の
帥
背
負
論
は
之
を
リ
カ

1
r
ー
の
そ
れ
ど
比
較
す
る
前
、
勢
賃
の
白
然
師
間
格
設
に
比
す
べ
き
彼

ω生
作
費

設
は
透
か
に
重
要
椀
き
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
、
ラ
?
は
融
労
働
者

ω生
存
費
を
以
Jt

拙
労
賃
決
定

ω唯
一
の
原
因
ピ
な

L
、
之
を
徹
底
せ
し
め
よ
う
ピ
努
力
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
1
勢
賃
論

ω後
段
仁
於
て
一
度
、
勢
賃

ω市
況
、
質

際
枇
曾
に
於
り
え
労
賃
の
騰
落
等

ω現
象
を
考
察
す
る
に
及
ん
で
、
遂
に
需
要
供
給
設
を
全
然
来
T
一
去
る
市
中
が
出

設

苑

開
逸
古
典
準
抵
の
勢
賃
諭

(
第
六
貌

第
二
十
巻

九
五
)

一

o=一七

Lettcrs of Ricardo to Malthus. p. 120. 
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設

苑

冊
逸
古
典
準
祇
白
捗
賃
諭

第
二
十
巻

(
第
六
続

九
六
)
一

O
三
八

京
市
な
か
っ
た
、
彼
は
勢
賃
論
中
、
八
分
迄
生
存
設
設
の
設
明
に
費
し
、
残
り
の
二
分
を
以
て
需
要
供
給
設
の
棄
つ

べ
か
ら
古
る
理
由
を
述
べ
て
ゐ
る
、
而
し
て
此
附
者
を
調
和
す
べ
旨
企
闘
は
全
く
快
け
て
ゐ
る
り
で
あ
っ
て
・
強

い
て
此
間
の
連
絡
を
求
む
る
ご
彼
は
需
要
供
給
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
は
「
傍
賃
の
共
嘗
時
の
紋
態
し
で
あ
る
さ
一
五

っ
て
ゐ
る
か
ら
、
生
存
費
を
以
て
決
定
原
因
正
す
る
の
は
勢
貨
の
本
質
を
設
〈
の
で
あ
り
、
需
要
一
供
給
訟
は
車
に

一
時
の
市
場
の
現
象
を
読
〈
に
過
ぎ
な
い
さ
解
秤
L
得
て
矛
盾
な

t
彼
が
此
二
設
を
券
賃
論
の
中
に
採
加
せ
る
理

由
を
解
量
得
る
よ
う
で
あ
る
が
、
貨
は
生
存
費
が
勢
貸
の
本
質
で
あ
る
古
の
積
極
的
説
明
は
一
仰
所
も
な
〈
、
寧

ろ
生
存
費
が
勢
賃
仁
よ
ド
強
〈
作
用
す
い
ご
一
去
っ
て
ゐ
る
勃
よ
り
見
れ
ば
需
要
供
給
吉
生
存
費
Z
が
同
等
の
権
利

を
も
っ
て
、
的
も
附
随
現
象
E
本
質
ピ
一
五
っ
た
闘
係
な
〈
、
車
に
量
的
に
生
存
費
の
方
よ
り
有
力
に
労
賃
を
決
定

す
る
と
主
張
せ
る
も
の
ご
解
す
べ
き
で
あ
る
、
否
一
歩
進
め
て
彼
の
意
を
付
度
す
れ
ば
生
存
費
設
を
以
ず
し
終
始
一

貫
し
よ
う
ご
志
し
な
が
ら
最
後
じ
需
要
供
給
が
勢
貨
を
決
定
す
る
場
合
ゐ
る
に
思
ひ
付
き
急
に
此
稲
の
説
明
を
附

加
し
た
の
で
ゐ
ら
う
。

然
ら
ば
労
賃
決
定
の
主
要
原
因
た
る
生
存
費
は
如
何
な
る
要
素
か
ら
成
り
立
つ
か
吉
云
ふ
仁
彼
の
一
式
ム
虞
仁
よ

れ
ば
、
そ
は
草
に
崎
労
働
者
及
び
其
家
族
を
肉
慨
的
に
維
持
す
る
に
必
要
な
る
費
用
の
み
な
ら
中
、
技
何
及
び
熟
練

に
要
す
る
費
用
を
も
包
合
せ
る
も
の
で
前
者
の
中
に
は
子
供
を
勢
働
者
に
仕
立
て
上
げ
る
費
用
も
合
ま
れ
て
ゐ

る
、
差
L
此
最
後
の
部
分
を
依
〈
時
は
岨
労
働
者
的
供
給
の
減
少
を
来
す
か
ら
で
あ
る
回
生
存
費
の
額
は
絶
罰
的
E

は
な
ぐ
時
ご
蕗
E
及
び
崎
労
働
者
の
地
位
に
よ
っ
て
需
違
が
あ
る
、
勢
働
者
の
生
活
紋
態
が
継
綴
的
に
向
上
す
る
時

に
此
事
が
原
因
て
な
っ
て
勢
賃
の
騰
貴
を
促
す
質
例
か
ら
見
て
生
存
費
が
勢
貨
を
左
右
す
る
有
力
な
る
原
因
な
る

s. 260 1. 8 Aufl. r 868 Bd Rau， Lchrbuch dcr Politischen Oekonomie 

R<l.U，孔 a.O. S. 257 
g九U，a. a. O. S. 257.258. 
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こ
ご
を
窺
ム
・
』
ご
が
出
来
る
師
年
中
仕
事
が
な
い
場
合
に
は
、
葉
遊
べ
る
湖
聞
の
生
活
費
を
労
賃
の
中
仁
合
ま
し

め
ね
ば
な
ら
ね
か
ら
新
か
る
綴
鋭
的
な
仕
事
の
努
貨
は
高
き
を
常
ざ
す
る
哨
比
事
は
ア
ダ
ム
、
見
ミ
ー
が
仕
事
に

よ
っ
て
勢
貨
の
相
蓮
す
る
第
三
の
原
因
ご
し
て
仕
事
の
恒
常
性
如
何
を
懇
げ
た
の
ご
規
を
一
に
す
る
。
真
に
叉
副

業
、
内
臓
の
勢
貸
の
低
き
理
由
を
述
べ
た
の
も
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
さ
同
じ
で
あ
る
。

以
上
の
如
〈
フ
ク
は
労
賃
決
定
の
最
大
原
因
ご
し
て
の
生
存
費
の
内
容
及
び
之
に
附
随
せ
る
説
明
を
綾
々
繰
返

L
漣
ぺ
来
っ
て
、
き
て
勢
賃
論
の
最
後
に
於
て
、
猶
今
一
つ
労
賃
決
定
の
原
因
ご
し
て
捗
働
の
需
要
供
給
を
泉
示

し
た
の
で
あ
る
が
、
其
中
に
は
勢
貨
基
金
説
的
見
解
を
も
逃
ぺ
て
ゐ
る
、
郎
も
労
働
者
の
人
口
数
が
資
本
ご
比
例

し
て
宮
〈
再
開
]
内
向
島
白
山
門
非
常
に
大
な
る
時
は
、
崎
背
負
は
甚
だ
低
〈
、
之
に
反
劃
切
場
合
は
叫
す
賃
は
高
い
、
従
て

一
国
の
資
本
の
集
積
は
勢
働
者

ω生
活
朕
態
を
良
好
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
さ
由
一
フ
ヲ
は
一
見
に
比
設
明
を
補
ふ

た
め
に
、
-
フ
ツ
サ
I
F
M
r
拙
背
負
は
遂
に
生
存
費
以
上
に
出
づ
る
も
り
で
は
な
い
ご
云
っ
た
に
封
し
、
此
事
は
箪
に

何
等
腕
に
技
何
な
き
僻
労
働
者
で
、
然
も
労
働
者
毅
が
資
本
よ
h
J
も
蓬
か
に
速
か
に
増
殖
す
る
場
合
に
の
み
委
賞
す

る
正
云
っ
て
ゐ
る
刊
新
〈
て
?
?
は
生
存
費
設
を
徹
底
し
よ
う
ご
企

τな
が
ら
遂
に
需
要
供
給
設
や
-
脱
す
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。結

三

日

古
典
出
品
千
振
の
人
々
は
商
品
の
債
格
に
自
然
債
格
言
而
場
債
格
ど
め
り
、
一
は
水
卒
線
で
ゐ
hp
他
は
之
を
上
下
す

る
曲
線
で
あ
る
ご
解
し
党
が
た
め
共
常
然
の
結
果
ご
し
て
融
労
働
の
債
格
た
る
勢
賃
に
も
土
禄
の
債
権
あ
h
y
z
考
え

説

手E

九
七

一O
三
九

揃
遁
古
典
串
抵
の
勢
質
論

第
二
十
巻

{
第
六
腕

Rau， a. a. 0目 S.261 
Rau. S. 267・
Adam Smith. Ibid. p: r05 
Rau， S. 267_ Adarn 'Smith. p. 118 
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詑

苑

(
第
六
税

九
八
)
一

O
凹

O

描
謹
古
典
準
抵
の
捧
賃
論

第
二
十
巷

ら
れ
、
勢
貨
の
自
然
績
格
に
重
き
ヤ
置
〈
人
々
は
生
存
費
訴
を
、
市
場
債
格
を
重
大
脱
す
る
人
々
は
需
要
供
給
設

を
採
る
に
至
り
、
一
見
に
は
又
漠
然
此
二
積
の
園
間
格
の
存
在
を
思
ひ
洋
同
た
人
々
は
生
存
費
設
、
需
要
供
給
設
を
、

邸

何
れ
を
重
L
Z
す
る
で
も
な
〈
同
等
に
存
在
の
権
利
を
奥
え
て
ゐ
る
。
乍
然
叫
す
賃
決
定
の
原
因
ご
し
て
此
ニ
設
を

採
用
す
る
時
は
両
者
の
問
的
論
理
的
結
合
に
意
を
梯
は
ね
ば
な
ら
見
、
一
を
本
質
ご
し
他
を
附
随
現
象
吉
見
る

か
、
或
は
一
を
原
因
ご
し
他
を
結
果
己
す
る
か
、
何
等
か
の
見
方
を
採
る
に
ゐ
ら
宇
ん
ば
ニ
岩
の
羅
列
で
は
努
貨

論
正

Lτ
・
適
従
す
る
所
仁
苦
し
ま
F
る
を
得
な
い
w

。

勢
働
者
の
生
活
維
持
費
を
以
て
労
賃
決
定

ω原
因
な

h
z
L
、
生
活
維
持
費
の
上
下
に
騰
落
す
る
は
軍
に
一
時

的
の
附
随
現
象
な
り
正
見
る
時

u、
勢
働
者
は
如
何
に
努
力
す
る
も
、
長
期
間
を
採
り

τ見
れ
ば
結
局
生
活
維
持

費
以
上
に
出
づ
る
こ
ご
な
き
こ
記
、
な
り
、
主
(
結
果
現
代
経
新
枇
曾
の
弊
害
を
労
賃
の
不
令
理
性
に
認
む
る
こ
立

、
な
、
。
、
所
謂
勢
賃
銭
別
言
し
て
枇
舎
主
義
思
想
の
一
基
調
ご
な
る
o

之
に
反
し
勢
賃
決
定
の
原
因
を
勢
働
の
需

要
供
給
関
係
に
あ

h
正
す
れ
ば
勢
賃
の
騰
貴
は
資
本
の
増
加
か
賦
労
働
者
の
自
制
に
よ
る
供
給
の
減
少
か
に
基
〈
が

た
め
結
局
資
本
主
義
の
一
肱
舎
を
帰
護
す
る
に
至
る
。

古
典
準
一
似
の
勢
賃
論
を
倹
ぷ
る
時
は
人
に
よ
り
て
或
は
生
存
費
仁
傾
き
、
或
は
需
要
供
給
設
を
採
る
が
、
此
両

者
間
の
守
闘
こ
そ
は
該
娠
の
勢
質
論
の
骨
子
を
な
す
も
の
ご
一
五
っ
て
不
可
な
か
ら
う
。

Rau， S. 270， 
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